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戦争は人の心の中で生まれる

ものであるから、人の心の中

に平和のとりでを築かなけれ

ばならない

（ユネスコ憲章前文より）

　

十
月
十
五
日
、
韓
国
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
大
邱
協
会
友
好
訪
問
団

（
団
長　

宋
承
達
会
長
ら
七
名
）

を
お
迎
え
し
た
。
国
際
ホ
テ
ル

で
歓
迎
昼
食
会
で
再
会
を
喜
ん

だ
後
、
湯
来
ロ
ッ
ジ
の
温
泉
の

湯
で
疲
れ
を
い
や
さ
れ
た
。
翌

日
は
神
田
山
荘
で
昼
食
後
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
神
田
山

長
生
園
）
を
訪
問
し
て
、
横
山

管
理
部
長
か
ら
日
本
の
介
護
制

度
に
つ
い
て
説
明
を
お
聞
き

し
、
園
内
を
見
学
し
た
。
質
疑

応
答
で
日
韓
の
介
護
制
度
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。
平
和
公
園
で

は
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
碑

と
死
没
者
慰
霊
碑
に
参
拝
、
献

花
さ
れ
た
。
初
め
て
の
訪
問
団

員
二
名
が
原
爆
資
料
館
を
熱
心

に
見
学
さ
れ
た
。

　

午
後
六
時
半
か
ら
歓
迎
夕
食

会
（
三
輪
櫻
山
荘
）
で
は
、
会
員

二
十
七
名
が
心
温
か
く
お
迎
え

し
て
、
交
流
を
深
め
た
。
北
川

会
長
の
「
絆
深
め
よ
う
」
と
の

歓
迎
挨
拶
後
、
宋
会
長
が
「
広

島
で
学
ん
だ
文
化
を
伝
え
て
い

く
」
と
の
お
礼
の
挨
拶
と
団
員

紹
介
を
さ
れ
た
。
記
念
品
交
換

で
は
、
大
邱
か
ら
色
彩
鮮
や
か

な
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
、
広
島
か
ら

美
し
い
和
服
と
子
供
の
着
物
の

お
土
産
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。

古
田
副
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
が

あ
り
、
し
ば
ら
く
美
味
し
い
和

原爆死没者慰霊碑に参拝

韓国人原爆犠牲者慰霊碑に参拝

ホテルでご一行を出迎え

訪
問
団
７
名　
　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
受
け
入
れ

　
　

韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
に
参
拝

　
　
　
　
　
　
　

歓
迎
会
や
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
相
互
交
流

　
　

北
川
会
長　

平
和
の
絆
さ
ら
に
深
め
よ
う　
　
　

宋　

会
長　

学
ん
だ
文
化
伝
え
て
い
く

心こそ大切

大
邱
�
�
�
�
�
�
�
皆
�
�  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
広
島
�
�
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食
料
理
を
賞
味
し
た
。

　

五
テ
ー
ブ
ル
で
和
や
か
な
会

話
が
行
わ
れ
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
大
邱
広
域
市
の

生
涯
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
さ
れ
た
、
広
島
文
化
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
田

中
正
憲
さ
ん
が
、
傘
廻
し
と
尺

八
を
演
奏
さ
れ
、
山
村
ふ
さ
ゑ

さ
ん
が
、
見
事
な
手
さ
ば
き
で

プ
が
理
事
宅
に
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
。
日
本
の
家
庭
生
活
を
体
験

さ
れ
、
家
族
と
の
交
流
が
行
わ

れ
た
。
午
後
二
時
、
広
島
駅
か

ら
帰
途
に
つ
か
れ
た
。

　

宋
会
長
か
ら
「
私
た
ち
訪
問

団
を
、
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の

皆
様
が
創
意
工
夫
さ
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
心
温
か
く
お
迎
え
い

た
だ
き
、
短
期
間
の
滞
在
で
し

た
が
、
心
が
か
よ
う
交
流
が
で

き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

致
し
ま
す
」
と
の
ご
丁
重
な
お

礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
協
会
は
両
市
が
姉
妹
都
市

提
携
事
業
と
し
て
、
二
〇
〇
三

年
か
ら
始
め
て
い
る
広
島
大
邱

青
少
年
交
流
事
業
（
夏
休
み
期

間
中
実
施
）
の
実
行
委
員
会
委

員
と
し
て
協
力
し
て
い
る
。
今

後
、
両
協
会
の
事
業
の
中
で
相

互
に
取
り
入
れ
て
で
き
る
事
業

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
例
え

ば
、
私
た
ち
が
八
月
十
五
日
に

実
施
し
て
い
る
「
平
和
の
鐘
を

鳴
ら
そ
う
」、
地
域
社
会
で
活

発
な
国
際
交
流
活
動
を
行
っ
て

い
る
学
校
や
団
体
を
表
彰
す
る

「
新
春
フ
ェ
ス
タ
」、
一
方
、

韓
国
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
大
邱
協
会

が
行
っ
て
い
る
高
校
生
対
象
の

実
践
活
動
の
発
表
会
な
ど
を
研

究
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

（
国
際
部
会
長　

藤
井
正
一
）

手
品
を
披
露
さ
れ
盛
り
上
が
っ

た
。
日
韓
カ
ラ
オ
ケ
合
戦
で
は

大
邱
協
会
か
ら
宋
会
長
、
呉
喆

漢
副
会
長
、
金
孝
哲
理
事
が
歌

を
絶
唱
。
広
島
か
ら
ゲ
ス
ト
の

田
中
さ
ん
が
一
人
で
、
男
女

デ
ュ
エ
ッ
ト
を
見
事
に
歌
い
、

北
川
会
長
、
亀
井
理
事
が
歌
で

応
戦
さ
れ
た
。
松
原
副
会
長
が

閉
会
の
言
葉
を
述
べ
た
。
訪
問

団
は
井
上
理
事
（
井
口
神
社
の
神

主
）
の
お
招
き
で
、
百
三
十
年

の
伝
統
が
あ
る
子
供
神
楽
を
観

賞
し
た
。
ま
た
、
神
社
で
お
世

話
を
な
さ
っ
て
い
る
梶
山
正
照

氏
宅
に
ご
招
待
い
た
だ
き
、
手

作
り
の
料
理
を
ご
馳
走
に
な

り
、
地
元
の
方
々
と
懇
談
で
き

ま
し
た
。

　

十
七
日
、
訪
問
団
四
グ
ル
ー

ホームビジットで楽しく

神田山長生園を見学

記念品を交換しました

日・韓共に手をつなぎ永遠の平和を誓いました

広島のメンバーは合唱で大邱の皆さんを歓迎

北川会長宋　会長

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト



ヒ ロ シ マ ・ ユ ネ ス コ③　　2010年12月15日 第76号
　

第
六
十
六
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ

運
動
全
国
大
会
が
、
九
月
二
十

五
日
・
二
十
六
日
の
二
日
間
、

平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
で
賑
わ

う
奈
良
市
に
お
い
て
、
全
国
か

ら
八
百
人
の
参
加
の
も
と
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
協
会

か
ら
は
、
北
川
建
次
会
長
ほ
か

六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
冒
頭
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟
松
田
昌
士
会
長
が
挨

拶
。「
大
会
テ
ー
マ
に
あ
る
聖

徳
太
子
の
『
和
』
の
精
神
は
、

世
界
平
和
を
目
指
す
ユ
ネ
ス
コ

精
神
に
も
通
底
、
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
て
世
界
が
よ
う
や
く
動

山
厚
氏
の
「
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
日
本
文
化
」
と
題
す
る
基

調
講
演
。
同
氏
は
聖
徳
太
子
が

説
い
た
「
和
」
は
み
ん
な
が
支

え
合
い
、
感
謝
の
心
を
持
た
な

け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
こ
と
、

聖
武
天
皇
は
す
べ
て
の
動
物
・

植
物
が
と
も
に
栄
え
る
世
の
中

形
、
無
形
の
日
本
の
文
化
に
つ

い
て
、
共
感
を
得
て
き
た
自
ら

の
体
験
を
披
歴
。
こ
れ
か
ら
若

い
世
代
に
日
本
の
文
化
を
継
承

し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
力

説
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
の
文
化
を
未
来
へ
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は

法
隆
寺
管
長
、
東
大
寺
長
老
、

春
日
大
社
宮
司
ら
が
登
壇
。
聖

き
だ
し
た
今
、
目
標
は
大
き
い

が
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と
り
の
小

さ
な
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
れ
ば
、

必
ず
前
進
す
る
。
み
ん
な
で
努

力
を
し
よ
う
」
と
別
掲
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
へ
向
け
て
の
宣

言
」を
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

つ
い
で
奈
良
国
立
博
物
館
西

（
今
の
共
生
社
会
）
の
建
設
を
祈

念
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
小
さ

な
力
を
集
め
て
大
仏
の
建
立
に

当
た
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
精
神
を
受

け
た
「
心
を
こ
め
、命
を
こ
め
、

魂
を
こ
め
」
て
こ
れ
ま
で
先
人

が
大
事
に
し
伝
え
て
き
た
有

徳
太
子
も
聖
武
天
皇
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
難
の
道
を
歩
ま
れ
な

が
ら
、
平
和
で
幸
福
で
安
ら
か

な
理
想
社
会
を
も
と
め
て
来
ら

れ
た
、
そ
の
心
は
奈
良
の
都
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
寺
社
が
宗

派
を
超
え
て
、
お
互
い
を
認
め

合
い
、
支
え
合
い
、
守
り
合
う

と
い
う
共
通
の
役
割
を
持
た

せ
、そ
れ
は
日
本
人
の
寛
容
性
、

世
界
平
和
に
繋
が
っ
て
い
く
も

の
、
と
奈
良
の
深
み
や
文
化
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
に
加
え
て
、

近
畿
圏
の
各
地
青
年
部
が
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
交
え
て
の
活

動
紹
介
と
、
全
国
的
連
絡
組
織

の
設
立
に
向
け
て
、
更
な
る
活

性
化
を
目
指
す
と
い
う
決
意
表

明
が
あ
り
、
青
年
の
力
の
頼
も

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
平
城
遷
都
一
三

〇
〇
年
祭
メ
ー
ン
会
場
の
平
城

宮
跡
の
見
学
。
若
草
山
と
春
日

山
の
織
り
成
す
絶
妙
の
風
景
に

映
え
る
復
元
大
極
殿
な
ど
に
、

古
の
「
心
の
中
に
平
和
の
と
り

で
を
築
く
」
営
み
を
感
じ
、
感

銘
を
覚
え
た
全
国
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

鳥
取
・
倉
吉
市
で
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
研
究
会

　

二
〇
一
〇
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
が

鳥
取
県
倉
吉
市
で
九
月
十
八
日

（
土
）・
十
九
日
（
日
）
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た〔
写
真
〕。
今
回
の
テ
ー
マ「
守

り
伝
え
よ
う
、
世
界
遺
産
・
ジ

オ
パ
ー
ク
・
未
来
遺
産
運
動
」

の
元
で
、
参
加
者
約
八
十
名
は

山
陰
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
の
取
り

組
み
活
動
の
発
表
を
聞
き
、
熱

心
に
研
さ
ん
協
議
す
る
と
共

に
、
ユ
ネ
ス
コ
会
員
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

藤
井
孝
行
）

　

私
た
ち
民
間
ユ
ネ
ス
コ
運

動
を
担
う
者
は
、
世
界
平
和

の
実
現
を
目
指
し
て
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
一
貫
し
て

市
民
運
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
地
球
上
か
ら
核
兵
器

を
な
く
す
こ
と
は
、
平
和
を

求
め
る
私
た
ち
人
類
の
悲
願

で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
広
島

の
原
爆
ド
ー
ム
を
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
（
一
九
九
六
年
）

し
、
ま
た
本
年
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
の
ビ
キ
ニ
環
礁
を
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
（
二
〇

一
〇
年
）
し
ま
し
た
。
人
類

全
体
が
こ
れ
ら
遺
産
を
記
憶

に
と
ど
め
、
惨
禍
を
再
び
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

上
か
ら
核
兵
器
が
廃
絶
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
訴
え
る
と
と

も
に
、
市
民
と
連
帯
し
て
行

動
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し

ま
す
。

二
〇
一
〇
年
九
月
二
十
五
日

　

第
六
十
六
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ

　

運
動
全
国
大
会in

奈
良

　

社
団
法
人　

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

の
オ
バ
マ
大
統
領
が
核
廃
絶

に
強
い
姿
勢
を
示
し
て
以

来
、
地
球
上
か
ら
核
兵
器
を

無
く
す
機
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

本
日
、「
和
を
も
っ
て
貴

し
と
な
す
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
奈
良
に
集
ま
っ
た

私
た
ち
ユ
ネ
ス
コ
会
員
は
、

全
国
の
ユ
ネ
ス
コ
会
員
と
と

も
に
、
連
帯
し
て
こ
の
地
球

ユ
ネ
ス
コ
全
国
大
会
に
参
加
し
て　
副
会
長　古

田
碩
永　

核兵器のない世界へ
向けての宣言

�
和
�
�
�
�
貴
�
�
�
�
�
聖
徳
太
子
�
精
神
�

平
和
�
未
来
�
生
�
�
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質
問
１

質
問
２

質
問
３

質
問
４

　
　
　
　
　
　

�

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
世
界

各
国
の
取
り
組

み
に
、
温
度
差
や
認
識
の
違
い

が
あ
り
ま
す
か

　

大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

先
進
国
が
、
環
境
保
全
や
地
球

温
暖
化
防
止
を
優
先
課
題
に
す

る
の
に
対
し
、
途
上
国
は
、
貧

困
の
削
減
、初
等
教
育
の
普
及
、

保
健
医
療
の
向
上
な
ど
を
第
一

優
先
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

転
換
を
求
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
は
、
取
り
組
み

に
意
欲
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

�

現
場
に
お
け
る

具
体
的
な
負
担

や
課
題
に
つ
い
て
、
二
、三
事

例
を
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
か

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
先
進
事
例
と
し
て
、

岡
山
市
京
山
地
区
が
有
名
で

す
。
そ
こ
で
は
岡
山
ユ
ネ
ス
コ

協
会
と
地
区
公
民
館
が
中
心
と

な
り
、
地
区
内
の
河
川
環
境
保

全
活
動
を
中
心
に
、
地
区
の
小

学
校
を
巻
き
込
ん
で
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
市
民
参
画
Ｅ
Ｓ

Ｄ
事
業
は
、
国
連
大
学
が
世
界

に
展
開
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
拠

点
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
れ
は
市
長
の
熱
意
で
市

環
境
課
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の
職

員
を
置
き
、
市
民
活
動
を
支
援

す
る
体
制
を
整
え
た
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
で
す
。

ま
た
、
推
進
に
は
、
地
元
の
岡

山
大
学
な
ど
も
組
織
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進

に
は
、
地
元
の
大
学
の
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
優
れ
た

取
り
組
み
は
、
韓
国
な
ど
外
国

か
ら
も
視
察
団
が
訪
れ
る
ほ
ど

で
す
。

　
　
　
　
　

�

こ
れ
ま
で
の
推

　
　
　
　
　

進
状
況
を
踏
ま

え
、
二
〇
一
四
年
の

達
成
目
標
年
度
ま
で

に
望
ま
れ
る
こ
と
は

　

全
国
の
ユ
ネ
ス
コ

協
会
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推

進
運
動
の
支
援
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
、

世
界
に
誇
れ
る
目
標

と
な
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
基
本
法
に
も
と

づ
き
策
定
さ
れ
た
教

育
振
興
基
本
計
画
は
、

持
続
可
能
な
社
会
を

創
る
力
を
育
て
る
教

育
を
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の

柱
と
し
、
向
こ
う
五

年
の
わ
が
国
の
重
要
施
策
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
一
一
年

度
か
ら
始
ま
る
新
学
習
指
導
要

領
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の

学
習
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
自
治

体
版
教
育
振
興
基
本
計
画
も
出

始
め
ま
し
た
。
広
島
市
も
今
年

九
月
、
同
振
興
計
画
の
中
で
市

　
　
　
　
　
　

�

改
め
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
意
義
と
推
進
・

日
本
の
役
割
に
つ
い
て

　

日
本
提
案
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
明

治
以
来
、
初
め
て
世
界
か
ら
認

め
ら
れ
た
教
育
革
新
運
動
で

す
。
こ
の
ユ
ネ
ス
コ
教
育
革
新

運
動
に
、
日
本
は
世
界
最
大
規

模
の
分
担
金
（
国
民
の
税
金
）
を

提
供
し
、
リ
ー
ド
役
を
担
っ
て

い
ま
す
。

の
重
要
な
教
育
目
標
の
柱
に
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
推
進
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

こ
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
二
〇

一
四
年
の
達
成
目
標
年
度
ま
で

に
、
全
国
の
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が

中
心
と
な
り
、
地
元
の
ユ
ネ
ス

コ
・
ス
ク
ー
ル
を
中
心
に
、
学

校
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の
支
援
体

制
づ
く
り
が
進
む
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
世
界
の
人
々
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
平
和
で
持

続
可
能
な
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
変
え
る
こ
と
が
目
標
で

す
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
の
多

く
の
市
民
や
教
育
者
が
、
世
界

の
人
々
が
納
得
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推

奨
モ
デ
ル
を
提
案
し
て
い
く
こ

と
は
、
提
案
国
市
民
の
責
任
で

あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

第
一
回
（
七
十
四
号
）

○�

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
英
訳
・
語
訳
は
何
で
す
か

○�

何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
か

○��

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
ユ
ネ
ス
コ
の
関
係
に
つ
い

て
。
計
画
発
足
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
○��

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」
国
際
実
施
計
画
の
ベ
ー

ス
に
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
元
ソ
連
大

統
領
の
理
念
な
ど
も
参
考
に

○��

提
案
国
日
本
の
取
り
組
み
と
責
任
に

つ
い
て

第
二
回
（
七
十
五
号
）

○��

Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
目
指
す
「
平
和
で
民
主

的
な
持
続
可
能
社
会
の
構
築
に
寄

与
す
る
人
づ
く
り
」
と
は
ど
ん
な

人
づ
く
り

○��

教
育
現
場
で
の
推
進
内
容
と
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
の
関
係
に
つ
い

て
○��

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
広
島
県
な
ど
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
、
実
践
例
を
挙

げ
て
下
さ
い

３回シリ
ーズ（下）

中山修一氏
　元日本ユネスコ国内委員
　広島大学名誉教授

お答えしますラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
求
め
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ

世界が待つ日本（広島）発のESD

シ
リ
ー
ズ
上
・
中

の
質
問
要
旨
抜
粋

Ｅ
Ｓ
Ｄ
っ
て
な
に
？
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の

Ｅ
Ｓ
Ｄ
っ
て
な
に
？
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
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小
中
高
校
４
校
と
社
会

部
門
６
団
体
に
授
賞

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
独
自

事
業
と
し
て
推
進
し
て
い
る
、

ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
（
第

十
三
回
）
の
授
賞
団
体
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
国
際
理

好
評
の
う
ち
英
語
ガ
イ

ド
、
韓
国
語
講
座
が
終
了

　

広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
年
度
も
広
島
ユ
ネ
ス
コ

協
会
と
、
五
つ
の
共
催
事
業
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
す
で
に
終
わ
っ
た

三
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

三
事
業
の
う
ち
二
事
業
は

十
八
歳
～
三
十
五
歳
対
象
で

「
平
和
公
園
を
英
語
で
ガ
イ

　

県
連
新
体
制
の
も
と
、
本

年
度
総
会
は
七
月
二
十
四

日
、
三
篠
公
民
館
で
広
島
、

宮
島
、因
島
ユ
協
代
議
員
（
東

広
島
、
尾
道
は
欠
席
）
が
出

席
し
て
開
催
。

　

議
題
は
、
◇
重
点
課
題
／

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
登
録
校

の
フ
ォ
ロ
ー
と
学
校
間
交

流
、
新
規
開
拓
（
広
島
市
立

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
登
録

ゼ
ロ
）、
県
内
ユ
ネ
ス
コ
遺

産
（
世
界
・
未
来
・
無

形
文
化
財
候
補
）
保

護
・
啓
発
促
進
。

　

◇
体
制
／
専
門
委

員
会
「
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
」（
委
員
長
／

広
島
ユ
協
中
山
修
一
副

会
長
）、「
ユ
ネ
ス
コ

遺
産
」（
同
／
日
ユ
協

連
ユ
ネ
ス
コ
推
進
員
・

宮
島
ユ
協
岡
崎
環
常
任

理
事
）
を
発
足
。

　

現
在
Ｕ
ス
ク
ー
ル
登
録
校

は
小
学
校
／
広
大
付
、
栗
谷
、

海
田
東
な
ど
五
校
、
中
学
校

／
栗
谷
、
山
陽
女
子
、
広
島

中
・
高
校
、
高
校
／
広
大
付
、

国
泰
寺
、
井
口
、
山
陽
女
子
、

安
芸
府
中
、
三
津
田
、
尾
道

北
、
誠
之
館
、
三
次
。

　

今
後
、
教
育
分
野
は
県
域

を
県
内
各
ユ
協
共
通
の
視
野

に
入
れ
た
活
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

ド
」（
全
三
回
）、「
は
じ
め
て
の

ハ
ン
グ
ル
」（
全
五
回
）、
最
後

の
一
事
業
は
十
五
歳
～
十
八
歳

対
象
の
事
業
で
「
高
校
生
英
語

ガ
イ
ド
」（
全
二
回
）
で
す
。
対

象
者
が
違
う
英
語
で
ガ
イ
ド

は
、
ど
ち
ら
も
平
和
公
園
を
案

内
す
る
学
習
を
し
ま
し
た
が
、

ど
ち
ら
の
講
座
も
定
員
を
超
え

る
申
し
込
み
が
あ
り
、
参
加
者

は
「
外
国
か
ら
来
ら
れ
た
友
達

に
紹
介
し
た
い
」「
留
学
先
で

紹
介
し
た
い
」
な
ど
具
体
的
な

目
標
を
持
っ
て
参
加
さ
れ
、
欠

席
も
少
な
く
と
て
も
学
習
熱
心

な
方
が
多
く
、
講
師
も
感
心
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

残
り
二
事
業
が
あ
り
ま
す

が
、
来
年
も
引
き
続
き
広
島
ユ

ネ
ス
コ
協
会
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
青
年
に
こ
の
よ
う
な
学

習
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い

解
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
学
校
や
団
体
を
顕
彰
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
【
学
校
部
門
】
①
広
島
市
立

千
田
小
学
校
②
広
島
市
立
観

音
中
学
校
③
広
島
市
立
東
原

中
学
校
④
広
島
な
ぎ
さ
高
等

　
　
　

学
校

　
　
　
　
【
社
会
部
門
】
①
も

　
　
　

り
メ
イ
ト
倶
楽
部

H
iroshim

a

②
ふ
れ
あ
い
日

本
語
教
室
③
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
④

広
島
掃
除
に
学
ぶ
会
⑤
広
島

合
唱
同
好
会
⑥
広
島
ジ
ュ
ニ

ア
コ
ー
ラ
ス
・
フ
ェ
ミ
ニ
ン

コ
ー
ル
広
島

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

世
界
は
ひ
と
つ
を
願
い

「
平
和
の
鐘
」
を
つ
く

　

暑
い
暑
い
八
月
十
五
日
、

十
一
回
目
の
「
平
和
の
鐘
の

集
い
」
２
０
１
０
が
、
多
く

の
方
々
の
ご
参
加
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
［
写
真
］。
今

年
は
戦
後
六
十
五
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
り
。「
平
和

の
鐘
」
の
作
者
・
香
取
正
彦

氏
次
男
、
香
取
孝
彦
ご
夫
妻

ほ
か
ご
家
族
が
、
遠
路
お
越

し
く
だ
さ
り
意
義
深
い
行
事

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た「
鐘
」

に
刻
ま
れ
て
い
る
〝
国
境
の

な
い
世
界
地
図
〟
は
改
め
て

「
世
界
は
ひ
と
つ
」
で
あ
る

と
…
。
そ
し
て
旅
行
中
の
イ

ギ
リ
ス
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
中

国
の
人
々
の
飛
び
い
り
参
加

も
あ
り
、
国
際
色
豊
か
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
暑
い
中

行
事
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。　　
（
平
和
・
世
界
遺
産

　
　
　
　
　

部
会　

柴
田
幸
子
）

「
国
際
交
流
・
協
力

の
日
」
に
写
真
展
示

　

市
民
団
体
や
企
業
な
ど
が
共

同
し
て
主
催
す
る
「
国
際
交

流
・
協
力
の
日
」
が
、
今
年
も

十
一
月
十
四
日
、
広
島
市
の
国

際
会
議
場
な
ど
で
開
か
れ
ま

し
た
。
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

も
、
同
会
議
場
地
下
に
設
け
ら

れ
た
市
民
団
体
活
動
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
、
新
春
フ
ェ
ス

タ
や
大
邱
協
会
と
の
交
流
、
ユ

ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
な
ど
の
活
動

を
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
［
写

真
］、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

第
13
回

会長
亀 井　章氏

ユネスコスクールと
　遺産活動専門委員会を発足

県連協だより

広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
決
ま
る
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日　
　
　

誌

書
道
研
究
書
華
会
主
宰

奥
田
治
世
さ
ん

　

昭
和
五
十
二
年
四
月
、

私
の
い
る
職
場
に
転
勤
で

来
ら
れ
た
、
古
田
碩
永
氏

（
現
在
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副

会
長
）
と
出
逢
っ
た
事
か

ら
ユ
ネ
ス
コ
と
の
か
か
わ

り
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
入

会
後
、
幅
広
い
分
野
か
ら

色
々
の
知
識
を
授
か
り
、

自
分
の
心
が
、
少
し
ず
つ

え
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
十
年
前
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
以

来
、
各
地
で
紛
争
が
起
き
て

い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱

す
る
「
一
日
の
軍
事
費
を
教

育
に
！
」
を
実
践
す
れ
ば
、

ど
れ
だ
け
の
人
の
生
活
が
向

上
す
る
か
、
と
考
え
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　

最
後
に
、
二
〇
〇
〇
年
か

ら
始
ま
っ
た
「
平
和
の
鐘
」

事
業
が
、
今
後
も
世
界
の

隅
々
ま
で
広
が
る
こ
と
を
心

か
ら
祈
り
、
微
力
な
が
ら
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

青
少
年
育
成
部
会
理
事

清
水
昌
法
氏

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

　

私
は
、
青
少
年
育
成
部

会
担
当
（
理
事
）
の
清
水

で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
活
動
は
20
歳

の
時
に
山
口
県
の
防
府
ユ

ネ
ス
コ
協
会
に
加
入
し
、

平
成
八
年
か
ら
当
協
会
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
来
年
で
三
十
年
を
迎

豊
か
に
な
っ
て
来
た
事
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

こ
れ
迄
多
く
を
語
っ
て
こ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
も

原
爆
被
害
者
の
一
家
族
で

す
。
家
も
焼
け
、
妹
が
水
を

求
め
て
、
鶴
見
橋
の
下
で
そ

の
ま
ま
死
亡
し
て
い
ま
す
。

学
徒
動
員
だ
っ
た
の
で
す
。

毎
年
八
月
六
日
の
灯
ろ
う
流

し
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。
ユ
ネ

ス
コ
行
事
の
平
和
の
鐘
も
つ

い
て
い
ま
す
。

　

人
生
に
は
色
々
と
悩
み
苦

し
み
が
つ
き
も
の
で
す
。
し

か
し
継
続
は
力
な
り
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
生
き
て
来
た
と

思
い
ま
す
。
趣
味
の
書
道
、

美
術
鑑
賞
、
運
動
、
カ
ラ
オ

ケ
に
も
忙
し
い
81
歳
で
す
。

〈
８
月
〉

９
日
／
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励

賞
候
補
推
薦
委
員
・
関
係
者
会

議�

（
国
際
会
議
場
）

15
日
／
「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ

う
」
の
集
い
。
広
島
平
和
公
園

で
、
平
和
の
鐘
制
作
者
の
香
取

正
彦
氏
次
男
ご
夫
妻
が
参
加

〈
９
月
〉

18
～
19
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ

ネ
ス
コ
研
究
大
会in

倉
吉

25
～
26
日
／
日
本
ユ
ネ
ス
コ
運
動

全
国
大
会in

奈
良

〈
10
月
〉

15
～
17
日
／
韓
国
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

大
邱
協
会
友
好
訪
問
団
来
広

31
日
／
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
ぺ
あ
せ
ろ
べ
（
中
央
公
園
）

〈
11
月
〉

10
日
／
第
13
回
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活

動
奨
励
賞
選
考
委
員
会

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

14
日
／「
国
際
交
流
・
協
力
の
日
」

に
写
真
展
示　
（
国
際
会
議
場
）

20
日
／
第
一
四
四
回
ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン
「
広
島
弁
か
る
た
完
成
」

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
教
授　

町　

博
光

　
　
　
（
広
島
国
際
学
院
大
学
袋
町

キ
ャ
ン
パ
ス
）

〈
12
月
〉

15
日
／
機
関
紙
第
76
号
発
行

　

恒
例
の
ぺ
あ
せ
ろ
べ
２
０
１

０
が
去
る
十
月
三
十
一
日（
日
）、

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
広
島
市

の
中
央
公
園
芝
生
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
国

際
交
流
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、今
回
で
二
十
七
回
目
。

広
島
に
住
む
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍

の
人
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
め
る
場
と
し
て
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
始

め
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
約

五
十
団
体
が
ス
テ
ー
ジ
や
ブ
ー

ス
な
ど
で
、楽
器
演
奏
や
舞
踊
、

歌
な
ど
を
披
露
し
、
世
界
の
国

の
物
産
や

料
理
な
ど

も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
協
会

は
ブ
ー
ス
や
広
場
を
利
用
し
て
、

日
用
品
や
木
の
葉
な
ど
を
使
っ

た
創
作
教
室
、
竹
馬
、
竹
ト
ン

ボ
、
ミ
ニ
凧
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
日
本
の
伝

承
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
青
少
年
育
成
部
会　

國
田　

繁
）

交
流
の
輪
広
が
る

ぺ
あ
せ
ろ
べ
２
０
１
０
開
催

ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
づ
く
り

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
と
木
工
細
工

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟


